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ケーススタディで知る環境建築の設計手法

公益社団法人日本建築士会連合会
一般財団法人建設業振興基金のCPD単位取得について

特集：ケーススタディで知る環境建築の設計手法

建築技術特集「ケーススタディで知る環境建築の設計手法」は，公益社団法人日本建築士会連合会
および一般財団法人建設業振興基金の継続職能開発（CPD）の自習型研修プログラムです。
単位の取得を希望される方は，CPD情報システムにアクセスして設問に解答してください。

アメリカ建築家協会（AIA，American Institute of Architects）が提示する建築設計における
シミュレーション活用ガイドラインに関する記述で，不適切なものはどれか。
　a. 設計時に活用されるシミュレーションをDPM／ BIM／ BOMの3層構造で定義している。
　b. 3層構造のうち，BOMはBuildign Operation Modelingの略である。
　c. 基本計画・基本設計時におけるDPMの実践が建築物の形態やファサードの仕様の最適化に
　　大きな影響をもつといわれている。

フロントローディングに関する記述で，不適切なものはどれか。
　a. フロントローディングとは製品開発プロセスの初期工程にリソースを投じ，従来後工程で行われて
　　いた作業を前倒しで進めることで早期に設計品質を高めることを意図した設計概念である。
　b. 建築設計におけるフロントローディングは，BIMの実用化に伴い1980年代中頃から
　　実務における運用が徐 に々試みられいる。
　c. 環境シミュレーション活用についても，フロントローディングの概念に則って，設計初期段階から
　　積極的に建築提案に参画することが望ましい。

設計時に用いる気象データに関する記述で，不適切なものはどれか。
　a. 日本国内では敷地の最寄りの拡張アメダスデータを用いるのが一般的である。
　b. 国内の地域を対象として無償で入手できるNEDOの年間時別日射量データベースは，
　　日射量の分析に便利であるとともに熱負荷計算にも使用可能である。
　c. EnergyPlusの公式WEBサイトで無償公開されているTokyo HyakuriのEPWデータは
　　茨城県の計測値に基づいており，東京の気象とは異なるので注意委が必要である。

SDGs（持続可能な開発目標）に関する記述で，不適切なものはどれか。
　a. SDGsとは，国際社会が2030年を目標年として定めて取り組むべき方向性を示したものである。
　b. SDGsでは具体的に17のゴールと169のターゲットから構成される開発目標が示されている。
　c. SDGsが所収されている国連文書の「2030アジェンダ」には，国際的潮流を捉えて，
　　各国・各地域のおかれた
　　状況を考慮した行動は
　　すべきでないとの指摘がある。
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本誌の読者より，本誌2021年6月号の連載：AIJ
規準による柱梁強度比を踏まえたSABTEC指針検
証報告第2回「SABTEC指針による柱梁接合部の終
局耐力と変形性能の評価」の図2（a）中のLシリー
ズのℓag/Dc＝0.5の評価結果1）は適切かとの質問が
あったため，本稿では，修正報告をまとめた。
ℓagは梁主筋定着長さ，Dcは柱せい，gQmax/gQmu
は耐力安全率，gQju/gQmuは接合部終局耐力余裕度，
gQmaxは最大耐力実験値，gQmuは梁曲げ耐力時梁せ
ん断力，gQjuは接合部終局耐力を示す。
図2（a）に示すように，当初報告の関係では，L
シリーズℓag/Dc＝0.5の右上りの斜めの破線範囲と
していたが，修正報告の関係では，ℓag/Dc＝0.5の
縦長の破線範囲と柱梁曲げ強度比ΣMcu/Mgu＝0.98
の右上がりの斜め破線範囲で示している。
すなわち，当初報告では，Lシリーズの柱梁曲げ
強度比ΣMcu/Mgu＝0.98で柱曲げ降伏型の場合，
gQmaxがgQjuを下まわることがある。また，梁主筋
定着長さ比ℓag/Dc＝0.5のLシーズ，アスペクト比
Dg/Dc＝0.5のNシリーズとDg/Dc＝2のPシリーズ
で接合部終局耐力余裕度gQju/gQmuが1に近い場合，
最大耐力実験値gQmaxが接合部終局耐力時梁せん断

力gQjuを下まわることがあるとしていた。
修正報告の関係を考慮すると，当初報告の考察文
章のほかに，接合部横補強筋比pjwh＝0.28％で，柱
梁曲げ強度比ΣMcu/Mgu＝0.98としたLシリーズの
場合，最大耐力実験値gQmaxは梁曲げ耐力時梁せん
断力gQmuを下まわることがある。ただし，接合部
横補強筋比pjwh≧0.42％としたMシリーズの実験結
果を考慮すると，gQju/gQmuが1に近い場合でも，
gQmaxはgQmuを上まわる。
上記のように，考察文章を修正しても，連載第2
回の”おわりに”に記載した結論「SABTEC実験，
東大実験，ニューテック実験によるト形，T形，L
形接合部の場合，特殊条件を除き，設計で保証すべ
き終局耐力と変形性能はSABTEC指針の規定を満
足すれば確保される」は変わらない。
 （ますお　きよし）
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図2　（a）東大実験によるト形接合部の終局耐力と変形性能の評価結果（gQmax/gQmu－gQju/gQmu関係）
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東大実験によるト形接合部の終局耐力と
変形性能の評価結果に関する修正報告

益尾 潔 ◉（一社）建築構造技術支援機構  代表理事


